
















体から 4 ～ 5 Å 離れたところに、これまで注目していない正電荷及び負電荷サブポケットが存
在していることがわかった。今後、これらのポケットを狙った Structure-Based Drug Design































































研 究 期 間：2010 年 4月 8日～2011 年 3 月 31 日 
研 究 題 目：構造生物学を基盤とする HGF-Met 系阻害の分子創薬研究 
  
















Structure-Based Drug Design 研究を展開し、
高活性化合物の創出を目指す。 
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